
Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅰ類 Ⅱ類

4710 5466 1874 2340

1419 982 216 840

277 423 111 74

7177 2712 628 931 1716 31896

7347 2779 616 896 1687 32006

-170 -67 12 35 29 -110

7177 2712 628 931 1716 31896

22.501% 8.503% 1.969% 2.919% 5.380% 100.000%

2555 947 245 397 675 12014

2556 947 246 397 676 12017

49.990% 50.000% 49.898% 50.000% 49.963% 50.000%

310 132 21 15 39 959

310 132 21 16 40 962

50.000% 50.000% 50.000% 48.387% 49.367% 49.922%

45 42 4 32 47 18 4 6 11 209

47.03 17.77 4.11 6.10 11.24 209.00

前年度 51 34 6 31 48 18 4 6 11 209

100 100 16 66 108 41 9 14 26 480

108.01 40.81 9.45 14.01 25.82 480.00

前年度 109 86 26 59 110 42 9 14 25 480

215 184 44 120 216 82 19 28 52 960

216.01 81.63 18.90 28.02 51.65 960.00

前年度 216 176 46 124 220 83 18 27 51 961

2 3 0 1 4 2 0 0 1 13

4.32 1.84 0.29 0.22 0.55 13.39

前年度 2 3 1 0 4 2 0 0 1 13

4 3 1 1 6 3 0 0 1 19

6.20 2.64 0.42 0.31 0.79 19.21

前年度 3 4 1 1 6 3 0 0 1 19

14 14 3 4 25 11 2 1 3 77

24.80 10.56 1.68 1.24 3.16 76.84

前年度 13 16 2 5 25 10 1 1 3 76

漢字 かな 近代詩文書 大字書 篆刻 刻字 前衛書 合計 前年度 前年度増減

8 11 8 3 0 0 6 36 27 9

23 17 12 4 0 4 7 67 71 -4

272 149 187 83 31 35 80 837 847 -10

960 458 674 206 45 83 196 2622 2574 48

1263 635 881 296 76 122 289 3562 3519 43

1229 640 866 299 77 122 286 3519

34 -5 15 -3 -1 0 3 43

合計

前年度

前年度増減

第第第第６２６２６２６２回毎日書道展回毎日書道展回毎日書道展回毎日書道展　　　　役員出品状況役員出品状況役員出品状況役員出品状況

第第第第６２６２６２６２回毎日書道展回毎日書道展回毎日書道展回毎日書道展　　　　入賞入賞入賞入賞・・・・入選基準数入選基準数入選基準数入選基準数

名誉会員

参与会員

審査会員

会員

U23 奨励賞
本年度

28.00 7.40

U23 新鋭賞
本年度

7.00 1.85

U23 毎日賞
本年度

4.88 1.29

本年度
199.80 82.09

佳作賞
本年度

399.61

5088 2107

50.000% 50.000%

164.18

50.000% 49.780%

87.00 35.74

350 92

本年度U23落選数 350 93

620 264

41.626% 17.310%

本年度公募入選数 5088 2107

256 -205

13277 5455

2401 1056

13277 5455

13021 5660

700 185

554

42 31

286 5944

79 1921

前年度増減

本年度入賞数決定対象数

各部出品比率

第61回展出品数

本年度公募出品数

本年度会友出品数

秀作賞

本年度公募落選数

本年度公募入選率

本年度U23入選数

本年度U23入選率

毎日賞
本年度

合計

合計

491 794 1351 24031

95 106

大字書 篆刻

本年度U23出品数

5111 1894
10176 4214

1446

刻字 前衛書
漢字 かな

近代詩文書

書を広くそして深く
総務部長 鬼頭墨峻

本年度第62回展は出品点数が31,896点を数え、60回、61回展に続き3万点の大台を超すことが出来たのは、偏に毎日書道会に所属する諸先生方

の絶大なるご尽力の賜物と深甚の謝意を表したい。

さて今回展と次回63回展は東京都美術館改修工事による休館のため東京展での全入選作品の展示が出来ないことは誠に残念であるが、2年間だ

けの処置であり64回展からは旧に復する予定である。

昨今若者達を中心に書のパフォーマンスがブームとなりマスコミにも取り上げられている。老若男女を問わず何がきっかけでも書に興味を持ってくれ

るのは嬉しいことではあるが、本来の書の本質を知ってもらうには地道な基礎の訓練が不可欠であることは言わずもがなである。今回展の特別行事と

して現代書のひとつ大字書部門の創設者の一人であり書道史研究家としても著名であった松井如流先生の生誕110年を記念した「松井如流 ─ 書・

学一如の生涯」が開催されることはまさに時流にあった企画であろう。

また10月には「国際書法交流大展」が遷都1300年を記念して奈良の地で開催される。この展覧会には日本をはじめ470余点の作品が出品されるが、

そこには漢字圏以外の地域からのものも含まれている。まさに書をグローバルに展開するに格好の展覧会であり、本展とともに是非成功させたいと思う。

最後になったが62回展開催に尽力された各部門の事務局委員の方々に衷心より厚くお礼を申し上げたい。


